
平成２１年度第１回 飾区消費者被害救済委員会 

 

平成２１年７月１６日 

                         消 費 者 学 習 室 

 

次   第 

 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 新委員自己紹介 

４ 新事務局紹介 

５ 議題 

(1) 本委員会付託事件選定要領について 

(2)  飾区における消費者相談の実情 

(3) その他 

６ 閉会 

  



 飾区消費生活相談事例 
             ２１、７、１６ 

 
＜事例１＞ 
相談者  ８２歳女性無職 一人暮らし 
契約日  ２００９年６月５日 
契約内容 竹すみマット １０万円 
相談内容 ３日前、男性販売員が突然訪問し「以前契約した商品の代金がまだ払っても

らっていないので、集金に来た」と言う。販売員は強引に 家に上がりこみ、

「布団とカーペットを買ったはず、その代金が未払いなので払ってほしい」

などと言い、たまたま隣の部屋にあった、コタツ布団とカーペットを指差し、

「これだ」と言い張った。しかしこれは一昨年、近くのスーパーで買ったも

のなので、そう言ったら、「押入れを見せてくれ」としつこく言うので、怖

くなり「いくらなの？」と聞いた。販売員は「６０万円」だと答えた。驚い

て「そんな、とても払えない」と言ったら「今日即金で払ってくれるなら、

１０万円でいい」と言う。 
      たまたま電化製品を買う予定で１０万円手元にあったので渡した。帰り際、

「領収書を出すから、書面にサインして」と言われ、言う通りにサインした

ら竹すみマットを置いていった。以前にも数回、訪問販売で寝具を買っこと

があり、何か代金を払わずにいたのかと思い込んでいた。友人に話したら、

消費生活センターに行ったほうがいいと言われて相談に来た。どうにかなる

か。 
相談処理 クーリング・オフのハガキを書いて、業者に発信後、センターから業者に連

絡し、相談者の申し出を話したところ、クーリング・オフ処理するとのこと、

商品も返し返金された。また以前の契約で納得いかないのであれば、相談に

乗ると伝えたが、考え中とのことだった。 
 
＜事例２＞ 
相談者  ５６歳女性無職 子供と３人暮し 
契約日  ２００９年３月 
契約内容 不動産仲介サービス 
相談内容 夫婦とも、多重債務で住宅ローンが組めず、３年前、息子名義で中古住宅を

買い、銀行で２１００万円の住宅ローンを組んだが、昨年末、夫が亡くなり

ローンの返済が出来なくなり、３ヶ月前とうとう競売されると裁判所から通

知が届いた途端、突然業者が訪問し「私どもに任せてもらえれば、確実にこ

の家を売ってあげられる、引越し費用も出るし、近所にも知られない。自己



破産と言われた人でも、破産しなくても解決できた」「費用も家が売れるま

で、全くかからない」と言われ、指示されるがまま書面にサインし、「すべ

ておまかせします」と答えた。入札が迫ってきたが、業者から連絡がなく不

安になったとき、別業者から「すべて処理する、当社で解決する」という手

紙が届き、会って話しを聞いたら、「今すぐに契約している業者に断れ、す

べてうちでやる」強引に言われて不安になった。大丈夫か。 
相談処理 相談者は契約書面を受け取っておらず、内容が全くわからなかったので、セ

ンターから業者に問合せたところ、専任媒介契約をしていたことがわかり、

相談者は解約を希望していたので、業者に話したところ、了解された。また

別業者にも問合せたところ、同様な回答だったので、もう契約しない旨、話

し了承された。また法テラスに相談するように話し、紹介した。 
 
＜事例３＞ 
相談者  ７８歳女性無職 ９８歳の夫と二人暮し 
契約日 ①２００８年９月   空気清浄機 ８万１千９百円 
    ②２００９年６月３日 プロポリス ５万円 シャンプー４本 ２万円 
    ③２００９年６月５日 治療器２台、カルシウム剤 ４３万円 
相談内容 相談者は、高齢者の夫の為に、３ヶ所の宣伝講習販売会場に通い続けて健康

にいいと言われて次々健康食品や治療器を買っている。当初本人は夢中にな

り、家族の心配や助言を全く無視していたが、やっと孫に泣きつかれて相談

に来た。 
① マイナスイオンが体質改善や健康維持する、電磁波を遮断すると説明さ
れて空気清浄機を契約した。 

② 副腎の働きを良くして、抵抗力をつけ自然治癒力を高めるといわれ、プ
ロポリスを契約した。さらに肌に良いアミノ酸１００％のシャンプーを

契約した。 
③ １日２０分この機械を使うと１万２千歩歩いた運動効果があると言わ
れ娘の分も契約した。骨によく効くとカルシウム剤を契約した。また眼

が明るくなると言われてカシスの実も買って食べた。 
処理内容 ①センターでチラシを見たところ、薬事法違反があり（都の保健局で確認）

他にもおかしな点があり調査中。 
     ②解約通知を作成し販社に発信後、センターで斡旋中。 

③センターから販社に連絡したところ、すぐにセンターに来訪し、相談者の

言い分を伝えたところ、すべて解約に応じる、クーリング・オフと同じ扱

いにするということで相談者も納得した。  

















 飾区消費者被害救済委員会付託事件選定要領（案） 

                        

                                              ２１ 地消第        号 

                         平成２１年    月    日   

                       産業経済担当部長決裁 

 

（目的） 

第１  飾区消費生活条例（平成１９年 飾区条例第３８号）第１９条の規定に

より設置する 飾区消費者被害救済委員会（以下「委員会」という。）に付託

すべき事件の選定に関し、必要な事項を定めることを目的とする。 

（調整会議の設置） 

第２ 委員会に付託すべき事件の選定に資するため、調整会議を設置する。 

（構成） 

第３ 調整会議は、次に掲げる職員をもって構成し、産業経済担当部長がこれを

主宰する。 

  産業経済担当部長 

  地域振興部産業経済課長 

  地域振興部産業経済課消費生活センター所長 

  消費生活相談員代表１名 

（選定条件） 

第４ 委員会に付託する事件は、原則として次に掲げる条件のうち、複数の条件

に該当するものから決定するものとする。 

(1) 同一又は同種の消費生活相談が、短期間（３箇月間程度）に集中して 飾 
区消費生活センター(以下「センター」という。)に寄せられていて被害が多

数発生しているか又は発生するおそれがあるかどうか。 
(2) 被害額が大きいなど、被害に深刻性があるかどうか。 
(3) 新しい手口や従来の手口の変形といえるかどうか。 
(4) 話題性、制度の変更等に乗じているかどうか。 
(5) その他調整会議が付託する必要があると特に認めるもの 

（庶務） 

第５ 調整会議の庶務は、センターにおいて処理する。 

 

  付 則 

 この要領は、平成２１年  月  日から施行する。 


